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第10回 日本救急看護学会学術集会開催報告

名古屋市立大学看護学部 明 石 惠 子

第10回 日本救急看護学会学術集会企画委員会

第10回 日本救急看護学会学術集会を2008年11月7日 ・

8日 に名古屋国際会議場で開催 させていただきま した。

本稿では、その準備から開催の実際を報告いたします。

1.開 催 準 備

2006年秋に明石が第10回 日本救急看護学会学術集会長

を拝命し、その最初の仕事は、学術集会の日程 と会場を

決めることで した。学術集会の参加者が千数百名 と予測

されま したので、名古屋国際会議場を予約 し、開催 日は

2008年11月7日 ・8日 に決定 しました。

次は、企画委員会の設置です。まず、看護学部教授会

で学術集会開催を報告 し、名古屋市立大学附属病院病院

長 と看護部長に協力を依頼 しま した。そ して、愛知県、

岐阜県、三重県、静岡県の病院や看護大学で救急看護に

携わっている方、 さらに愛知県看護協会に協力を求めま

した。その結果、上司の方々のご理解 とご支援を得て21

名の企画委員が決まり、2007年7月27日 、第1回 企画委

員会開催に至りま した。 これらの企画委員は、 さらにプ

ログラム委員会、会場運営委員会、渉外 ・広報委員会、

懇親会委員会、庶務 ・会計に分かれて活動 しました(図

1)。 企画委員会 と各委員会の主な役割 ・活動は以下の

通 りで した。

図1学 術集会運営組織図

1)企 画委員会

本学術集会の企画委員会は、21名 の企画委員で構成 さ

れ、その役割は、学術集会の準備促進 と各委員会の活動

の統括でした。メインテーマや主要プログラム、一般演

題の採否、企業等への協賛依頼、広報活動、会場の運営

方法など、各委員会等で検討 された事項を承認するとと

もに、それらの進捗状況を把握 しました。毎月1回 の会

議に加えて、メー リングリス トを利用 したメール会議 も

随時行い、情報交換 ・意見交換を行いま した。

企画委員会で最初に議論 されたのは、 メインテーマで

した。企画委員全員が救急看護や学術集会への思いを述

べ、それらを集約 していきま した。そ して、数回の議論

を経て 「救急看護 は今 救急医療の 『差』のあるなかで

私たちにできること ・私たちがすべきこと」に決定 しま

した。今思えば、東海4県 下の救急看護に携わるメンバー

で構成 された企画委員会ですが、初対面 という人もいる

なかで、学術集会開催に向けてメンバーが一丸となるきっ

かけとなった貴重な議論で した。

その他の事項については、各委員会や事務局から提出

された議題を検討 し、承認 していきま した。その具体的

な事項を表1に 示 します。

2)プ ログラム委員会

プログラム委員会の役割 は、学術集会の企画内容とそ

の運営方法を検討することで した。

主要なプログラムを企画するに当たり、最初にそれぞ

れの担当者を決めま した。プログラム委員を中心に企画

委員全員がいずれかの企画責任者になり、テーマ、企画

意図、概要、演者候補者、演者 との交渉状況などを記載

した企画書を作成 しました。そ して最終的に、メインテー

マについて学術集会参加者 と一緒に考え、何 らかの提言

ができることを期待 して、招聘講演、特別講演、教育講

演、 シンポジウム、セ ミナー、交流集会などを企画 しま

した。また、救急看護の実践力向上のための実技セ ミナー

として、 日本救急看護学会セ ミナー委員会による外傷初

期看護セミナー(11月8日 ・9日 開催)、ISLS中 部 との

共催による脳卒中初期診療 コース(11月6日 に名古屋大

学医学部附属病院で開催)、 さらに、学術集会による地

域への貢献 として市民公開講座 も企画いた しま した。
一般演題の募集要項や査読基準、査読者の選出、査読

結果に基づ く一般演題の採否、発表演題の群分 け、座長

の選出などもプログラム委員会の役割で した。一般演題

には160題 の応募があり、査読の結果、149題(口 演88題 、

ポスター61題)の 発表が決まりま した。



表1第10回 日本救急看護学会学術集会 工程表



なお、学術集会プログラム ・抄録集の編集作業は、企

画委員会 とは別に選出された編集委員によって行われま

した。

3)渉 外 ・広報委員会

渉外 ・広報委員会の役割は、本学術集会の開催を会員

や社会の人々に広めるとともに、学術集会開催に必要な

資金を集めることで した。

広報活動 として、ポスターは演題募集用と学術集会へ

の参加呼びかけ用の2種 類を作成することとしま した。

ポスターのデザインを名古屋市立大学芸術工学研究科に

依頼 し、 ピンク地に救急看護と名古屋を印象づけるユニー

クなデザインのポスターができあがりま した。ポスター

以外にも看護系雑誌に学会開催告知を掲載 しま した。

もう一つの重要な役割である資金集めは、時世を反映

して相当苦労 しました。まず、資金集めの方法を募金、

ランチ ョンセ ミナー、展示、広告 と して趣意書を作成 し、

協 賛が期待 で きそ うな企業に配布 しま した。 そ して、 渉

外 ・広報委 員を中心 に企画委 員全員が人脈 を頼 りに精 力

的に活動 しま した。 その結 果、最終 的に助成2件 、寄付

15件 、 ランチ ョンセ ミナー7件 、 展示協 賛30件 、広告掲

載42件 とな り、 目標に近 い金額 に達 しま した。 また、学

術 集会当 日の機 材提供1件 、 ドリンクサー ビス協賛3件

の協 力を得 ることもで きま した。

4)会 場運営委員会

会場運営委員会の役割は、会場の設営計画と学術集会

当日のスムーズな運営で した。

会場の設営計画は、プログラムの進捗状況と並行 して

進められま した。また、会場の下見を行い、学術集会当

日の参加者の動線を考慮 して、参加受付 ・スライド受付 ・

クローク ・各会場 ・懇親会会場などの最適な位置と案内



板の設置などを検討 しました。

学術集会当日の運営にはボランティアを募集すること

としました。受付や各会場の責任者に企画委員を配置 し、

学術集会の前 日と開催当日に必要なボランティアの人数

を検討 しま した。そ して企画委員の所属する施設を中心

に募集 し、87名 の協力を得 ることができま した。また、

運営実施マニュアルが作成 され、企画委員全員が当日の

自分の役割を確認 しま した。

5)懇 親会委員会

懇親会委員会の役割は、懇親会の開催準備 と当日の進

行、そして学会参加者への記念品の検討で した。

今回の学術集会は第10回 という節 目の開催であったた

め、 日本救急看護学会理事長から、学会設立時にご尽力

いただいた方々を招待するよう依頼 されていま した。ま

た、会場の立地条件 も含めて考えると、250名 以上の参

加者が見込まれました。このような懇親会にふさわしく、

名古屋での開催であることをふまえて、ア トラクション

にはジャグリングと 「なごやどまつり」を企画 し、料理

には名古屋めしも準備することとしました。

学会参加者への記念品は、資金集めが難航 していま し

たので、決定までに時間を要 しま した。実用的で記念に

なり、予算に見合 ったものがいくつも提案され、最終的

に布製のコングレスバッグを準備することとしま した。

また、講演者や座長に特別な記念品を贈呈する学会 もあ

りますが、本学術集会では実用的な図書カー ドとしま し

た。

6)庶 務 ・会計

庶務の役割は、学術集会準備の工程管理や全体の調整

で した。具体的には、企画委員会の開催準備や議事録作

成、ホームページ管理、書類等の作成、物品の管理など

でした。

会計の役割は、文字通 り金銭出納の管理で した。具体

的には、口座開設、予算案の作成、助成申請、参加費 ・

懇親会費の受付および講師謝金等の支払い方法の検討、

学術集会当日の金銭管理、決算書の作成などで した。

7)学 術集会当日の準備 ・運営

学術集会開催の前 日午後に企画委員とボランティアに

対する学会運営のオ リエンテーションを行いま した。そ

の日は日本救急看護学会の理事会や評議義員会が開催 され

ていましたので、一部の会員の参加受付を開始 しました。

そして11月7日 朝、いよいよ学術集会の本番を迎えま

した。参加受付はすべて当日行 うこととしていたため、

朝の受付の混雑が心配 されました。また、企画委員とボ

ランティアは、 ほとんどが初対面で、勤務の都合で前 日

のオ リエンテーションに参加できなかった人 もいました。

そのため、スタッフ間の連携が懸念されました。しかし、

普段の臨床現場で培われた皆 さんのチーム力と臨機応変

の対応で大 きな問題 もな く、2日 間の学術集会を進行す

ることができま した。

なお、以上の開催準備 は、学会委託業者 と綿密に連絡

を取 りながらすすめられま した。

2.学 術集会 の開催

1)講 演等の概要(表2)

日本救急看護学会設立からちょうど10年、節 目の開催

である本学術集会では、救急医療 ・救急看護の社会的な

問題を探求 したいという思いがありま した。 これは、明

石が学術集会長を拝命 した時から考え続 けていたことで

あり、それを表 したのがメインテーマ 「救急看護 は今

救急医療の 『差』のあるなかで私たちにできること ・私

たちがすべきこと」で した。そ してその核 となるプログ

ラムが会長講演 とシンポジウムであり、他のプログラム

でも、救急医療 ・救急看護が抱えている社会的な問題に

救急看護師がどのように取 り組むべきかを議論 していた

だきま した。

学術集会の最初のプログラムである会長講演は 「救急

医療の 『差』に思 う」で した。最近の救急医療に関する

報告や救急医療現場の生の声、そ して明石 自身の体験を

もとに救急医療 ・救急看護の差の現状を取 り上げました。

これをメインテーマに対する問題提起 とし、続 けてシン

ポジウムIを 行いま した。「救急医療・救急看護における

『差』 －現状 とその要因－」について看護師、医師、救

急救命士、市民の立場から 「差」の現状をご報告いただ

き、その要因を検討 していただきま した。そ して、その

議論を学術集会の最後のプログラムであるシンポジウム

Ⅱ 「救急医療 ・救急看護における格差是正に向けた提言」

につなげま した。臨床現場におけるさまざまな取 り組み

をご報告いただきながら、救急医療を最前線で支える看

護師が格差是正に向けて明日からでも実施できることを

提言 していただきま した。

招聘講演では鎌田實先生(諏 訪中央病院名誉院長)を

お迎え し、「『がんばらない』けど 『なげださない』－い

のちを支えるということ－」をご講演いただきま した。

鎌田先生の精力的で心温まるご活動に会場全体が感激 し、

自分たちにできること ・すべきことを考える機会になり

ま した。また、特別講演として、山田耕二先生(ト ヨタ

自動車株式会社社会貢献推進部)に 「ひととくるまの未

来に向けて－歴史に学ぶ発展と原点－」をご講演いただ

きま した。名古屋を代表する企業の発展の歴史を知 る機

会 となりま した。
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教育講演は、竹内昭憲先生(名 古屋市立大学病院救急

部長 当時)に よる 「メディカルコントロールの現状 と

課題 －看護師への期待」、黒田裕子先生(NPO法 人阪神

高齢者 ・障害者支援ネットワーク理事長)に よる 「看護

の魅力 ・私の看護実践－救急から在宅・災害看護まで－」、

稲葉一人先生(中 京大学法科大学院教授)に よる 「救急

看護 における法問題の解決に向けて」、 平尾明美先生

(青森県立保健大学講師 当時)に よる 「救急看護の質

を高めるために必要な教育」の4講演で した。 これ らは、

救急医療 ・救急看護を実践するために不可欠な知識 とし

て企画したテーマでしたが、それぞれに講師の救急看護

師への大 きな期待が込められていました。 また、「救急

看護 と臨床に根差 した研究」をテーマとしたセ ミナーも

行われま した。

交流集会 は、「プレホスピタルとフライ トナース」、

「救急領域における看取 りの看護」、「基礎か ら学ぼう

救急初療室におけるフィジカルアセスメント」、「小児救

急看護と トリアージ」、「自殺予防 と救急看護」の5つ の

テーマで行われま した。 これらは、救急医療現場で働 く

看護師が日常的に直面 している問題であり、それぞれの

テーマに関心をもつ多 くの聴衆が参加 し、議論 しました。

地域貢献 としての市民公開講座のテーマは、「自分の

『いのち』は自分で守る」で した。生活習慣病予防の必

要性についての講演 とともに、蘇生人形 と体外式自動除

細動器を使用 した実技演習を行いま した。

以上のプログラムに加えて、口演およびポスターによ

る一般演題149題 の発表が行われました。各会場には人

があふれ、活発な議論が行われま した。

2)参 加者等

本学術集会への参加者 は、会員901名 、非会員688名 、

学生29名 の合計1618名 で した。 これは、 これまでの日本

救急看護学会学術集会参加者の最高記録であり、非会員

の割合が高 くなっていま した。名古屋という立地条件の



良 さに加えて、学術集会のメインテーマや企画内容に多

くの方々が関心を持 ってくださった結果であると考えて

います。

なお、本学術集会は、社団法人愛知県看護協会、愛知

県、名古屋市、中日新聞社の後援をいただいて開催 され

ました。

以上、成功裡に終了 した第10回 日本救急看護学会学術

集会の準備 と開催を報告 させていただきま した。実は、

学術集会の準備を進めるにあた り、「救急医療の差」 と

いう大 きなテーマを掲げたことに不安が高まった時期も

ありました。 しか し、救急医療に関するニュースを目に

するたびにテーマへの重要性を実感 し、続々と集まる抄

録原稿を読むにつれてテーマへの思いがいっそう強くな

りました。そのようななかで学術集会当日を迎え、プロ

グラムも順調に進み、最後のシンポジウムで 「私たちに

できること・私たちがすべきこと」の具体的な提言を し

ていただくことができま した。あの瞬間、 このテーマに

してよかったと心から思 うとともに、何かが始まるとい

う期待がわいてきました。

本学術集会にご参加、 ご協力くださったすべての皆様

に心より感謝申 し上げます。

第10回日本救急看護学会学術集会 企画委員会

プログラム委員会　 臼 井 千 津

小 倉 久美子

笠 原 真 弓

川 谷 陽 子

山 口 弘 子

会場運営委員会　 伊 藤 稔 子

角 由美子

寺 村 文 恵

野 村 勢津子

森 田 雅 美

渉外 ・広報委員会　 村 上 睦 始

大 原 美 佳

奥 田 晃 子

脇 田 恵美子

懇 親 会 委 員 会　 野 田 洋 子

神 谷 弥 生

坂 田 久美子

長谷川 幸 雄

水 野 千枝子

庶 務　 二本柳 圭

会 計　 村 川 由加理
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